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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　連続相とこの連続相中に分散した分散相とで構成され、かつ入射光を光の進行方向に散
乱可能なフィルムであって、前記連続相が結晶性ポリプロピレン系樹脂で構成され、かつ
前記分散相が非結晶性コポリエステル系樹脂およびポリスチレン系樹脂から選択された少
なくとも一種の樹脂で構成されるとともに、散乱角θと散乱光強度Ｆとの関係を示す光散
乱特性Ｆ（θ）において、Ｘ軸方向の光散乱特性をＦｘ（θ）、Ｘ軸方向と直交するＹ軸
方向の光散乱特性をＦｙ（θ）とするとき、散乱角θ＝４～３０゜の範囲で式　Ｆｙ（θ
）／Ｆｘ（θ）＞２を充足し、かつ散乱角θ＝０～３０゜の範囲において、散乱角θが大
きくなるにつれて光散乱特性Ｆｙ（θ）がなだらかに減少し、かつ光散乱特性が式　Ｆｙ
（０°）／Ｆｙ（３０°）＜２００を充足する異方性散乱シート。
【請求項２】
　散乱角θ＝２～３０゜の範囲で式　Ｆｙ（θ）／Ｆｘ（θ）＞５を充足する請求項１記
載の異方性散乱シート。
【請求項３】
　Ｆｙ（０°）／Ｆｙ（３０°）＜５０である請求項１記載の異方性散乱シート。
【請求項４】
　互いに屈折率が０．００１以上異なる連続相と分散相粒子とで構成されており、分散相
粒子の平均アスペクト比が１より大きく、かつ分散相粒子の長軸方向がフィルムのＸ軸方
向に配向している請求項１記載の異方性散乱シート。
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【請求項５】
　分散相粒子の平均アスペクト比が５～１０００である請求項４記載の異方性散乱シート
。
【請求項６】
　分散相粒子の短軸の平均長さが０．１～１０μｍである請求項４記載の異方性散乱シー
ト。
【請求項７】
　厚みが３～３００μｍであり、全光線透過率が８５％以上である請求項４記載の異方性
散乱シート。
【請求項８】
　連続相と分散相との割合が、連続相／分散相＝９９／１～５０／５０（重量比）である
請求項４記載の異方性散乱シート。
【請求項９】
　さらに、連続相および分散相に対する相溶化剤を含む請求項４記載の異方性散乱シート
。
【請求項１０】
　連続相を構成する結晶性ポリプロピレン系樹脂と、分散相を構成し、かつ非晶性コポリ
エステル系樹脂およびポリスチレン系樹脂から選択された少なくとも一種の樹脂と、相溶
化剤を構成するエポキシ化されたスチレン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体とを
含み、連続相と分散相との割合が、前者／後者＝９９／１～５０／５０（重量比）であり
、分散相と相溶化剤との割合が、前者／後者＝９９／１～５０／５０（重量比）である請
求項１記載の異方性散乱シート。
【請求項１１】
　異方性散乱シート表面に、フィルムのＸ軸方向に延びる凹凸部が形成されている請求項
１記載の異方性散乱シート。
【請求項１２】
　管状光源と、この管状光源からの光を側面から入射して平坦な出射面から出射させて表
示ユニットを照明するための導光部材と、この導光部材と前記表示ユニットとの間に配設
された等方性拡散シート、プリズムシートおよび請求項１記載の異方性散乱シートとを備
えている面光源ユニット。
【請求項１３】
　導光部材の側部に管状光源が略平行に隣接して配設され、前記導光部材の裏面側に、前
記管状光源からの光を表示ユニット側に反射するための反射部材が配設され、異方性散乱
シートが前記導光部材と前記表示ユニットとの間に配設されている請求項１２記載の面光
源ユニット。
【請求項１４】
　異方性散乱シートがプリズムシートのフロント側に配置されている請求項１２記載の面
光源ユニット。
【請求項１５】
　管状光源の軸方向をＸ軸方向とするとき、異方性散乱シートが、主たる光散乱方向を前
記管状光源の軸方向に対して直交するＹ軸方向に向けて配設されている請求項１２記載の
面光源ユニット。
【請求項１６】
　表示ユニットと、この表示ユニットを照明するための請求項１２記載の面光源ユニット
とで構成されている透過型表示装置。
【請求項１７】
　表示ユニットが液晶表示ユニットである請求項１６記載の透過型表示装置。
【請求項１８】
　主たる光散乱方向を表示ユニットの表示面の横方向に向けて異方性散乱シートが配設さ
れている請求項１６記載の透過型表示装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表示ユニットの表示面に対する見る角度が変化しても輝度の変化を抑制できる
異方性拡散シート、このシートを用いた面光源ユニット（又は装置）及びそれを用いた透
過型表示装置（特に透過型液晶表示装置）に関する。特に、透過型液晶表示装置の表示面
に対して横方向（水平方向）の見る角度が多少変わっても輝度の変化を抑制でき、目の疲
労感を与えることなく使用できる異方性拡散シート、このシートを用いた透過型液晶表示
装置及びその面光源装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
表示パネル（液晶表示モジュールなど）を裏面から照明するバックライト型表示装置（液
晶表示装置）においては、表示パネルの裏面に面光源ユニット（又はバックライトユニッ
ト）が配設されている。この面光源ユニットは、例えば、蛍光管（冷陰極管）などの管状
光源と、この管状光源に側面を隣接させて配設され、かつ管状光源からの光を表示パネル
に導くための導光板と、この導光板のうち表示パネルと反対側に配設された反射板とで構
成されている。このような面光源ユニットでは、蛍光管からの光を反射板で反射しつつ導
光板で案内し、表示パネルを裏面から均一に照明するため、管状光源と表示パネルとの間
に拡散フィルムを配設する場合が多い。拡散フィルムとしては、樹脂微粒子や透光性無機
微粒子が分散して透明で耐熱性の高いポリカーボネートフィルムやポリエステルフィルム
が利用されている。しかし、このような拡散フィルムを用いると、等方的に光拡散するた
め、特定の方向（蛍光管の軸方向）の輝度を必要以上に低下させ、高い輝度で表示パネル
を均一に照明できない。
【０００３】
そこで、特開平１１－２３１３１５号公報、特開平１１－８４３５７号公報および特開平
１１－８４３７６号公報では、拡散フィルム（拡散板）と液晶層との間にプリズムレンズ
などの光学素子を設けて、拡散光を屈折させ、光を液晶表示面に垂直に入射させることに
より、輝度を向上させている。
【０００４】
例えば、画像表示領域がフラット（平面）な面型表示装置（平面型表示装置）として、図
７に示されるように、面型表示ユニット（透過型液晶表示ユニットなど）４５と、このユ
ニットを背面側から照明するための面光源ユニットとを備えた装置が知られている。この
面光源ユニットは、１又は複数の蛍光放電管（冷陰極管）４１とを有しており、前記蛍光
放電管４１の背面側には光を反射するための反射板４２が配設され、蛍光放電管４１と表
示ユニット４５との間には光を拡散して表示ユニット４５を均一に照明するための拡散板
４３が配設され、この拡散板４３のユニット側にはプリズムシート４４が積層されている
。前記面型表示ユニット４５は、液晶表示ユニットの場合、第１の偏光フィルム４６ａ，
第１のガラス基板４７ａ，このガラス基板に形成された第１の電極４８ａ，この電極上に
積層された第１の配向膜４９ａ，液晶層５０，第２の配向膜４９ｂ，第２の電極４８ｂ，
カラーフィルター５１，第２のガラス基板４７ｂ，および第２の偏光フィルム４６ｂを順
次積層することにより形成されている。このような表示装置では、内蔵された蛍光管（冷
陰極管）４１により表示ユニットを背面から直接照射できる。
【０００５】
また、図７の面型表示装置において、バックライト部に、図８に示されるような導光板を
有するバックライトユニットを用いた装置が知られている。このバックライトユニットは
、蛍光管（冷陰極管）５１と、この蛍光管に平行する反射基材５５とを備えており、蛍光
管からの光出射方向には、上部に拡散板５３を、下部に反射板５２を備えた導光板５４が
配設されている。なお、前記導光板５４の厚みは蛍光管側が大きくなっており、蛍光管５
１からの光を前方方向に反射可能である。導光板の出射面から出射した光は、前記拡散板
５３で拡散された後、この拡散板に積層された面型表示ユニット（図示せず）に入射する
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。
【０００６】
このようなバックライトユニットを用いると、プリズムシートを用いて拡散光を集光して
表示パネルを照明でき、前記図７のバックライトユニットに比べ、一見したところ均一に
面発光可能であるように見えるが、発光分布状態を細部に亘って調べると未だ不均一であ
る。すなわち、図９及び図１０に示されるように、蛍光管（冷陰極管）５１の長手（軸）
方向（Ｘ軸方向）の発光分布（輝度分布）は、図７の装置と同様に、比較的均一であるも
のの、前記Ｘ軸方向と直交するＹ軸方向への蛍光管（冷陰極管）の光は、反射板５２によ
り、反射を繰り返しながらＸＹ平面と直交するＺ軸方向（液晶表示ユニットが配設されて
いる方向）に向かうため、Ｙ軸方向の発光分布（輝度分布）に、未だむらが生じ（ギザギ
ザ状）、輝度分布を均一化することができない。
【０００７】
このように、通常のバックライト型表示装置においては、蛍光管の長手方向（Ｘ軸方向）
に対して直交する方向の発光分布（輝度分布）が不均一であり、発光分布に縞状の方向性
（線状暗部）が生じる。輝度の均一性を向上させるためには、強く光拡散性の拡散フィル
ムを用いればよい。しかし、通常、拡散フィルムは入射光を等方的に散乱し、散乱角が大
きくなると散乱強度が大きく低減する。散乱角が大きくなると散乱強度が減少する程度は
、一般に使用されている拡散フィルムの場合、半値幅約９°において、散乱角をθ、光散
乱強度をＦとしたとき、強度の減衰は、例えば、Ｆ（０°）／Ｆ（１８°）＝約１２、Ｆ
（０°）／Ｆ（２３°）＝約６０となり、角度によって散乱強度の減衰が激しい。そのた
め、散乱角３０°以上の散乱角で散乱する光の強度は非常に小さい。
【０００８】
このような点から、プリズムシートの使用により正面乃至散乱角２０°程度までの輝度を
向上させている。すなわち、プリズムシートを１枚使用することにより、プリズムシート
が集光する方向については、散乱角が１８°程度にまで改善できる。しかし、散乱角が１
８°を越えると急速に散乱強度（輝度）を減じる。２枚のプリズムシートを直交させる方
法では、等方的に表示装置の輝度をしかも角度に依存することなく均一化できるが、せい
ぜい縦横２０°くらいまでである。そして、散乱角２０°を超えるとプリズムシートを使
用しない場合よりも急速に輝度が低減する。
【０００９】
このような表示装置を利用すると、表示装置の利用者の視野角が限定されるため、表示面
の表示を広い角度で視認できず、不便であるとともに、疲労感を与える。そのため、広い
角度まで散乱する拡散シートが検討されているが、このような拡散シートは大きく輝度を
減少する。従って、輝度を高めるためには、発光能力の強い光源を用いなければならない
。
【００１０】
特開平４－３１４５２２号公報には、透明マトリックス中に、異方的形状を有し、かつこ
の透明マトリックスと異なる屈折率の透明物質が、秩序よく互いに平行移動した位置関係
で、均質に分散している異方的光散乱材料が記載されている。また、異方的形状のアスペ
クト比の好ましい範囲は１５～３０であり、短軸の長さは１～２μｍであることが開示さ
れている。具体的には、透明マトリックス樹脂としての低融点の低密度ポリエチレンと、
透明物質としての高融点のポリスチレンやスチレン－アクリロニトリル共重合体とを混練
し、生成した組成物を押出加工し、押出されたシート状の溶融樹脂を押出し方向に強く引
き取り延伸をかけながら冷却する方法により製造している。この異方的光散乱材料は、プ
ロジェクションテレビのスクリーン用レンチキュラーレンズとして用いられている。
【００１１】
特開平７－１１４０１３号公報には、視野角特性を改良するため、入射光を散乱透過させ
る機能を有するフィルム又はシートを表示画面上に設けた液晶表示装置が開示されている
。この文献には、透明樹脂マトリックス中に、透明樹脂で形成され、かつ長軸と短軸の比
が１０以上であり、平均粒子径が０．５～７０μｍの分散相粒子が分散したフィルム又は
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シートが開示されている。
【００１２】
しかし、発光分布（輝度分布）に異方性がある管状光源を用いた表示装置では、これらの
フィルム又はシートを用いても、表示パネルを均一に照明することが困難である。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
従って、本発明の目的は、透過型表示装置（特に透過型液晶表示装置）の表示面に対する
角度によって輝度の低下を抑制でき、輝度の角度依存性を低減できる面光源装置およびそ
れを用いた透過型表示装置（透過型液晶表示装置）を提供することにある。
【００１４】
本発明の他の目的は、表示面に対する視野角を大きく拡大でき、高い輝度で表示面を視認
できる面光源装置及び透過型表示装置（透過型液晶表示装置）を提供することにある。
【００１５】
本発明のさらに他の目的は、表示面に対する角度が２０°を越えても、特定の方向での輝
度の低下を抑制できる面光源装置およびこの装置を用いた透過型表示装置を提供すること
にある。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
本発明者らは、前記課題を達成するため鋭意検討した結果、光散乱の異方性を有するフィ
ルムとプリズムシートとを組み合わせると、透過型液晶表示装置の表示面に対する角度に
よる輝度（例えば、水平方向などの１方向の輝度）の低下を抑制できることを見出し、本
発明を完成した。
【００１７】
すなわち、本発明の面光源ユニットは、管状光源と、この管状光源からの光を側面から入
射して平坦な出射面から出射させて表示ユニットを照明するための導光部材と、この導光
部材と前記表示ユニットとの間に配設された等方的拡散シート、プリズムシートおよび異
方性散乱シートとを備えている。前記面光源ユニットにおいて、通常、導光部材の側部に
は管状光源が略平行に隣接して配設され、前記導光部材の裏面側には、前記管状光源から
の光を表示ユニット側に反射するための反射部材が配設され、異方性散乱シートが前記導
光部材と前記表示ユニットとの間に配設されている。前記異方性散乱シートはプリズムシ
ートのフロント側に配置でき、管状光源の軸方向をＸ軸方向とするとき、異方性散乱シー
トは、主たる光散乱方向を前記管状光源の軸方向に対して直交するＹ軸方向に向けて配設
してもよい。
【００１８】
前記異方性散乱シートは、通常、入射光を光の進行方向に散乱可能なフィルムであって、
散乱角θと散乱光強度Ｆとの関係を示す光散乱特性Ｆ（θ）において、Ｘ軸方向の光散乱
特性をＦｘ（θ）、Ｘ軸方向と直交するＹ軸方向の光散乱特性をＦｙ（θ）とするとき、
θ＝４～３０゜の範囲で式　Ｆｙ（θ）／Ｆｘ（θ）＞２、またはθ＝２～３０゜の範囲
で式　Ｆｙ（θ）／Ｆｘ（θ）＞５を充足する。さらに、異方性散乱シートは、散乱角θ
＝０～３０゜の範囲において、散乱角θが大きくなるにつれて光散乱特性Ｆｙ（θ）がな
だらかに減少し、かつ光散乱特性が式　Ｆｙ（０°）／Ｆｙ（３０°）＜２００、特にＦ
ｙ（０°）／Ｆｙ（３０°）＜５０を充足するフィルムであってもよい。
【００１９】
前記異方性散乱シートは、互いに屈折率が０．００１以上異なる連続相（結晶性樹脂など
）と分散相粒子（非結晶性樹脂など）とで構成でき、分散相粒子の平均アスペクト比は１
より大きく、かつ分散相粒子の長軸方向はフィルムのＸ軸方向に配向している。分散相粒
子の平均アスペクト比は、５～１０００程度であってもよく、分散相粒子の短軸の平均長
さは、０．１～１０μｍ程度であってもよい。なお、異方性散乱シートの厚みは、３～３
００μｍ程度であり、全光線透過率は８５％以上である。より具体的には、連続相は、結
晶性ポリプロピレン系樹脂などの結晶性樹脂で構成でき、分散相は、非結晶性コポリエス
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テル系樹脂およびポリスチレン系樹脂から選択された少なくとも一種の非結晶性樹脂など
で構成できる。異方性散乱シートは、連続相および分散相に対する相溶化剤（エポキシ化
されたスチレン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体などのエポキシ化されたジエン
系ブロック共重合体など）を含んでいてもよい。連続相と分散相との割合は、連続相／分
散相＝９９／１～５０／５０（重量比）程度であり、分散相と相溶化剤との割合は、前者
／後者＝９９／１～５０／５０（重量比）程度である。異方性散乱シート表面には、フィ
ルムのＸ軸方向（分散相の長軸方向）に延びる凹凸部が形成されていてもよい。
【００２０】
本発明の透過型表示装置は、表示ユニット（液晶表示ユニットなど）と、この表示ユニッ
トを照明するための前記面光源ユニットとで構成されている。表示装置は表示ユニットが
透過型ユニット（液晶表示ユニットなど）で構成された透過型表示装置であってもよい。
この装置において、異方性散乱シートは、種々の方向、例えば、主たる光散乱方向を表示
ユニットの表示面の横方向に向けて配設してもよい。
【００２１】
このような面光源ユニットを備えた表示装置では、異方性散乱シートの配設方向に対応し
て、表示装置の表示面に対する方向の角度が多少変わっても輝度の変化を抑制でき、疲労
感を与えることなく使用できる。例えば、異方性散乱シートを透過する光は、分散相の長
軸方向（例えば、長軸方向をＸ軸方向とする）に対して主に直交する方向（Ｙ軸方向）に
光散乱する。そのため、表示ユニットの表示面に対して分散相の長軸（Ｘ軸）を縦方向に
向けて（換言すれば、主たる光散乱方向（Ｙ軸方向）を表示ユニットの表示面の横方向（
Ｙ軸方向）に向けて）異方性散乱シートを配設すると、広い角度で横方向（水平方向）に
光拡散でき、横方向からの角度が変化しても、輝度の低下を抑制できる。
【００２２】
なお、本明細書において、「シート」とは厚さの如何を問わず、フィルムを含む意味に用
いる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下に、添付図面を参照しつつ、本発明を詳細に説明する。図１は本発明の面光源ユニッ
トを含む液晶表示装置の一例を示す概略分解斜視図であり、図２は図１の異方性散乱シー
トの異方的散乱を説明するための概念図である。
【００２４】
前記表示装置１ａは、液晶が封入された液晶セルを備えた被照射体としての液晶表示ユニ
ット（又は液晶表示パネル）２と、この表示ユニット（又はパネル）の背面側に配設され
、前記表示ユニット２を照明するための面光源ユニット３ａとで構成されている。
【００２５】
前記面光源ユニット３ａは、蛍光管（冷陰極管）などの管状光源４ａと、この管状光源か
らの光を側面から入射して平坦な出射面から出射させるための導光部材（導光板）５とを
備えており、この導光部材の出射面からの光により表示ユニット２を照明している。なお
、導光部材５は透光性プレート状部材で構成されており、導光部材の側部（又は一辺）に
管状光源４ａが略平行に隣接して配設されている。さらに、管状光源４ａの外側方には光
源からの光を導光部材５の側面に反射させるための反射ミラー６ｂが配設されており、前
記導光部材５の裏面側には、管状光源４ａからの光を前方方向（表示ユニット側）に反射
して表示ユニット２に導くため、反射部材又は反射層６ａが配設されている。
【００２６】
このような面光源ユニット３ａでは、管状光源４ａからの出射光の輝度分布は均一でなく
、管状光源４ａの軸方向に対して直交する方向の輝度分布が不均一である。そのため、導
光部材５を通じて出射面から光を出射させても、表示ユニット２を均一に照明できない。
【００２７】
そこで、前記導光部材５の出射面側には、等方性拡散シート７ａと、断面三角形状の微小
プリズムが所定方向に並列に形成されたプリズムシート８ａとが順次配設されている。そ



(7) JP 4156222 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

のため、管状光源４ａからの光は、導光部材５を介して等方性散乱シート７ａにより等方
的に拡散して均一化し、プリズムシート８ａにより前方へ集光し、輝度を高めて表示ユニ
ット２を裏面から照明できる。そして、管状光源４ａの軸方向をＸ軸方向とするとき、プ
リズムシート８ａ上には、光を異方的に散乱させる異方性散乱シート９ａが主たる光散乱
方向をＹ軸方向に向けて配設されており、前記プリズムシート８ａにより集光された光を
、Ｘ軸方向よりも主にＹ軸方向へ異方的に散乱する。
【００２８】
このような構造の表示装置では、表示面のＹ軸方向における輝度の角度依存性を大きく低
減できる。より具体的には、図２に示されるように、前記異方性散乱シート９ａは、互い
に屈折率が異なる連続相１０と分散相１１とで構成されており、連続相１０および分散相
１１はそれぞれ透明性の高い樹脂で構成されている。また、前記連続相１０に分散する分
散相１１は平均アスペクト比が１より大きく、入射光を光の進行方向に異方的に散乱可能
である。すなわち、フィルムの透過光を、分散相粒子の長軸方向（Ｘ軸方向）と直交する
方向（Ｙ軸方向）に強く散乱できる。そのため、異方性散乱シート９ａの分散相１１の長
軸方向（Ｘ軸方向）を表示面の縦方向（Ｘ軸方向）に向けて配設すると、光を横方向（Ｙ
軸方向）へ強く散乱させることができ、表示面に対する横方向の角度が大きく異なっても
輝度の低下を抑制でき、表示面での表示を鮮明に視認できる。
【００２９】
さらに、異方性散乱シート９ａを用いることにより、前記管状光源４ａからの光により表
示ユニット２を均一に照明するとともに、表示ユニット２の表示面に対する視野角が広く
ても高い輝度で視認可能としている。すなわち、異方性散乱シート９ａは、分散相１１の
長軸（Ｘ軸）を管状光源４ａの長手方向（軸方向，Ｘ軸方向）に向けて配設しており、異
方性散乱シート９ａのＹ軸方向は、管状光源４ａの長手方向に直交するＹ軸方向に向けら
れている。一方、管状光源４ａからの光はＸ軸方向には均一な発光分布を有しているが、
Ｙ軸方向には発光分布が不均一である。そして、前記異方性散乱シート９ａを利用すると
、分散相１１の長軸方向（Ｘ軸方向）では入射光に対する光散乱性が小さいのに対して、
前記長軸方向と直交する方向（Ｙ軸方向）では光散乱性が大きい。そのため、後述するよ
うに、光散乱特性Ｆｘ（θ）とＦｙ（θ）とは、Ｆｙ（θ）＞Ｆｘ（θ）の関係を示す。
このように、入射光をＸ軸方向よりもＹ軸方向に強く光拡散でき、輝度分布が不均一で異
方性のある管状光源４ａを用いても、輝度の低下を抑制し、表示ユニット２を均一に照明
できる。さらに、異方性散乱シート９ａを介在させるだけで、表示ユニット２を均一に照
明できるので、面光源ユニット３ａおよび表示装置（特に、液晶表示装置）１ａの構造を
簡素化でき、表示ユニット２による表示データを鮮明に視認できる。
【００３０】
図３は本発明の面光源ユニットを含む液晶表示装置の他の例を示す概略分解斜視図である
。
【００３１】
この例では、液晶表示装置１ｂの面光源ユニット３ｂは、前記図１の装置と同様に、導光
部材５と、この導光部材の出射面側に順次配設された等方性拡散シート７ｂ及びプリズム
シート８ｂとを備えている。そして、管状光源４ｂの軸方向をＸ軸方向とするとき、プリ
ズムシート８ｂ上には、光を異方的に散乱させる異方性散乱シート９ｂが主たる光散乱方
向を表示ユニット２の横方向（Ｘ軸方向）に向けて配設されており、異方性散乱シート９
ｂは、前記プリズムシート８ｂにより集光された光を、表示ユニット２の縦方向（Ｙ軸方
向）よりも主にＸ軸方向（横方向）へ異方的に散乱している。
【００３２】
このような構造の表示装置では、輝度分布が不均一で異方性のある管状光源４ｂを用いて
も、前記異方性散乱シート９ｂが、シートの透過光を、分散相粒子の長軸方向（Ｙ軸方向
）と直交する方向（Ｘ軸方向）に強く散乱する。そのため、表示面の横方向（Ｘ軸方向）
における輝度の角度依存性を大きく低減でき、表示ユニット２を均一に照明でき、表示面
での表示を鮮明に視認できる。
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【００３３】
なお、等方性拡散シート、プリズムシートおよび異方性散乱シートは、導光部材と表示ユ
ニットとの間に配設すればよく、等方性拡散シート、プリズムシートおよび異方性散乱シ
ートの配設順序は特に制限されない。すなわち、異方性散乱シートは、前記導光部材と前
記表示ユニットとの間に配設すればよく、例えば、異方性散乱シートは、バックライトの
導光板の出射面（又はフロント面）上、拡散シート上、プリズムシート上、表示ユニット
の入射面（又は裏面）のいずれに配置又は積層してもよく、導光部材と表示ユニットとの
間に遊離して介在させてもよい。異方性散乱シートは、通常、プリズムシートよりもフロ
ント側に配置され、好ましくはプリズムシート上に配置又は積層される。このような配置
では、透過型液晶表示装置の表示面に対する所定方向の角度による輝度（特に一方向の輝
度）の低下を抑制できる。また、プリズムシート上に異方性散乱シートを配設すると、傷
つき易いプリズムシートの保護フィルムとして機能させることもでき、経済的にも有利で
ある。
【００３４】
異方性散乱シートの配設方向は、特に制限されず、表示ユニットの表示面の適当な方向、
例えば、主たる散乱方向を表示面の縦方向、横方向や斜め方向などに向けて配設できる。
好ましい面光源ユニットでは、管状光源の軸方向をＸ軸方向とするとき、主たる光散乱方
向を管状光源のＹ軸方向に向けて異方性散乱シートが配設されており、好ましい表示装置
では、表示ユニットの表示面の横方向に向けて異方性散乱シートが配設されている。
【００３５】
なお、等方性拡散シートとしては、透明性の高い連続相と、この連続相中に平均アスペク
ト比＝約１程度で分散し、かつ前記連続相と屈折率が異なる分散相とで構成でき、連続相
は透明性樹脂やガラスなどで形成でき、分散相は透明性樹脂や気泡などで形成できる。等
方性拡散シートは、導光部材とプリズムシートとの間に介在させるのが好ましいものの、
必要であれば、プリズムシートと異方性散乱シートとの間に介在させてもよい。
【００３６】
また、プリズムシートの構造は特に制限されず、種々の構造、例えば、断面三角形状、断
面台形状、断面正弦波状などの凹凸部（凸部又は溝部）で構成された凹凸列（又はプリズ
ム列）を基材シートの前面／背面に形成したシートであってもよく、凹凸部を規則的又は
ランダムに散在させたシートであってもよい。前記管状光源の軸方向（Ｘ軸方向）に対す
るプリズムシートの配設方向は特に制限されず、プリズム列の延出方向をＸ軸方向又はＹ
軸方向に向けてプリズムシートを配設してもよい。また、必要であれば、プリズム列の延
出方向を交差させて、例えば、Ｘ軸方向とＹ軸方向に向けて２つのプリズムシートを配設
してもよい。
【００３７】
さらに、表示ユニットは、液晶表示ユニットに限定されることなく、種々の表示パネルが
利用できる。液晶表示ユニットは、液晶層だけでなく、カラーフィルター、偏光板（又は
偏光フィルム）、位相差板などの種々の光学部材又は素子で構成できる。例えば、前記の
例のように、液晶表示ユニットは、第１の偏光フィルム，第１のガラス基板、このガラス
基板に形成された第１の電極，この電極上に積層された第１の配向膜，液晶層，第２の配
向膜，第２の電極，カラーフィルター，第２のガラス基板，および第２の偏光フィルムを
順次積層することにより形成してもよい。
【００３８】
なお、前記導光部材（導光板）は、通常、表示ユニットに対して略平行な平坦面（出射面
）を有しており、反射層側の面は管状光源に隣接する側の厚みが大きくなるように下方に
傾斜していてもよい。管状光源としては、通常、冷陰極管（蛍光管）を利用する場合が多
く、単一又は複数の管状光源を用いてもよい。
【００３９】
上記面光源装置を用いた透過型液晶表示装置では、表示面に対する視野角度（例えば、水
平方向などの一定方向の角度）による輝度の低下を抑制できる。なお、通常、透過型液晶



(9) JP 4156222 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

表示装置をオフィスで使用する場合、使用者は表示面の横方向（水平方向）に見る角度を
変えることが多い。そのため、表示ユニットにおいて、主たる散乱方向が横方向（又は水
平方向）となるように異方性散乱シートの配置すれば、表示面の横方向に対して輝度の変
化が少ない面光源装置とすることができ、日常的に透過型液晶表示装置を使用する所謂業
務作業者の作業効率を改善でき、作業者の疲労を軽減できる。
【００４０】
［異方性散乱シート］
異方性散乱シートは、入射光を光の進行方向に散乱可能であり、等方的な散乱を示すので
はなく、所定の方向（例えば、Ｙ軸方向）に強く、しかも前記所定の方向での散乱角度が
大きくなっても、所定の方向に対して直交する方向（Ｘ軸方向）での散乱角度よりも散乱
強度が強いフィルムであればよい。
【００４１】
輝度分布を均一化し、表示面に対する角度による輝度の減少を少なくするため、好ましい
異方性散乱シートは、入射光を主として光の進行方向に散乱可能であり、異方的光散乱性
を有している。すなわち、散乱角θと散乱光強度Ｆとの関係を示す光散乱特性Ｆ（θ）に
おいて、Ｘ軸方向の光散乱特性をＦｘ（θ）、Ｘ軸方向と直交するＹ軸方向の光散乱特性
をＦｙ（θ）とするとき、下記式（１）、好ましくは下記式（２）を充足している。なお
、異方性散乱シートのＸ軸方向は、通常、分散相の長軸方向である。
【００４２】
Ｆ１＝Ｆｙ（θ）／Ｆｘ（θ）＞２　（但し、θ＝４～３０゜）　(1)
Ｆ２＝Ｆｙ（θ）／Ｆｘ（θ）＞５　（但し、θ＝２～３０゜）　(2)
なお、Ｆ１＝Ｆｙ（θ）／Ｆｘ（θ）の値は、通常、５～５００（例えば、１０～５００
）、好ましくは１５～５００、さらに好ましくは５０～５００（例えば、１００～４００
）程度であり、このような値は、散乱角θ＝４～３０°に限らず散乱角θ＝４～１５°に
おける値であってもよい。また、Ｆ２＝Ｆｙ（θ）／Ｆｘ（θ）の値は、通常、１０～５
００（例えば、１５～５００）、好ましくは２０～５００（例えば、２０～４００）程度
であり、このような値は、散乱角θ＝４～３０°に限らず散乱角θ＝４～１５°における
値であってもよい。
【００４３】
さらに好ましい異方性散乱シートは、散乱角θ＝０～３０゜の範囲において、散乱角θが
大きくなるにつれて光散乱特性Ｆｙ（θ）がなだらかに減少し、かつ光散乱特性が下記式
を充足する。
【００４４】
Ｆ３＝Ｆｙ（０°）／Ｆｙ（３０°）＜２００　　(3)
Ｆ３＝Ｆｙ（０°）／Ｆｙ（３０°）の値は、通常、１５０以下（例えば、１０～１５０
程度）、好ましくは１００以下（例えば、１０～１００程度）、好ましくは５０以下（例
えば、１５～５０程度）である。
【００４５】
前記のように、このような異方性散乱シートは、管状光源の軸方向をＸ軸方向とすると、
Ｙ軸方向に光を強く散乱する。そのため、異方性散乱シートの分散相の長軸方向を縦方向
に向けて配設すると、光を横方向へ強く散乱させることができ、表示面に対する横方向の
角度が大きく異なっても輝度の低下を抑制でき、表示面での表示を鮮明に視認できる。
【００４６】
なお、Ｘ軸方向とＹ軸方向との中間のψ方向の散乱特性をＦψ（θ）（但し、ψは、Ｘ軸
方向からの角度を示す。すなわち、Ｘ軸方向はψ＝０°、Ｙ軸方向はψ＝９０°に対応す
る）とすると、異方性拡散フィルムは、必ずしも、Ｆψ（θ）（ψ≠９０゜）がただちに
Ｆｘ（θ）と同程度となる程の異方性を有している必要はないが、好ましくはＦψ（θ）
（ψ≠９０゜）がＦｘ（θ）と同程度の値を示す。このようなフィルムは散乱光の異方性
が特に高い。
【００４７】
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なお、散乱特性Ｆ（θ）は、例えば、図４に示すような測定装置を用いて測定できる。こ
の装置は、異方性散乱シート９に対してレーザ光を照射するためのレーザ光照射装置（NI
HON KAGAKU ENG NEO-20MS）２１と、異方性散乱シート７を透過したレーザ光の強度を測
定するための検出器２２とを備えている。そして、異方性散乱シート９に対して９０°の
角度で（垂直に）レーザ光を照射し、フィルムにより拡散された光の強度（拡散強度）Ｆ
を拡散角度θに対して測定（プロット）することにより光散乱特性を求めることができる
。
【００４８】
異方性散乱シートは、光散乱の異方性が高いと、所定の方向における散乱の角度依存性を
より少なくでき、そのため、輝度の角度依存性もより少なくできる。前記異方性拡散シー
トでは、表示面に対して垂直な角度を０°としたとき、表示面に対する角度２０°を越え
て、角度４０°以上の角度でも輝度の低下を抑制できる。
【００４９】
このような特性は、表示面の正面輝度に対する角度（θ）での輝度の割合や、２つの角度
（θ）での輝度の割合で表現することができる。すなわち、本発明の面光源ユニットを用
いると、上記割合の値を小さくできる。例えば、表示面に対して垂直な角度（θ＝０°）
での正面輝度（Ｎ（０°））と、角度１８°での輝度（ Ｎ（１８°））や角度４０°で
の輝度（ Ｎ（４０°））との割合、角度１８°での輝度（ Ｎ（１８°））と角度４０°
での輝度（ Ｎ（４０°））との比を小さくできる。これらの比を小さくすることにより
、例えば、従来の構成の液晶表示装置のプリズムシート上に異方性散乱シートを配置する
ことにより、ＴＣＯ９９規格を充足する業務用モニターに適合する透過型液晶表示装置を
供給できる。
【００５０】
異方性散乱シートは、連続相（樹脂連続相など）と、この連続相中に分散した分散相（粒
子状、繊維状分散相など）とで構成されており、前記連続相と分散相とは、互いに屈折率
が異なるとともに、通常、互いに非相溶又は難相溶である。連続相および分散相は、通常
、透明性物質で形成できる。
【００５１】
連続相及び分散相を構成する樹脂には、熱可塑性樹脂（オレフィン系樹脂、ハロゲン含有
樹脂（フッ素系樹脂を含む）、ビニルアルコール系樹脂、ビニルエステル系樹脂、（メタ
）アクリル系樹脂、スチレン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリカー
ボネート系樹脂、セルロース誘導体など）および熱硬化性樹脂（エポキシ樹脂、不飽和ポ
リエステル樹脂、ジアリルフタレート樹脂、シリコーン樹脂など）などが挙げられる。好
ましい樹脂は熱可塑性樹脂である。
【００５２】
オレフィン系樹脂には、例えば、Ｃ2-6オレフィンの単独又は共重合体（ポリエチレン、
エチレン－プロピレン共重合体などのエチレン系樹脂、ポリプロピレン、プロピレン－エ
チレン共重合体、プロピレン－ブテン共重合体などのポリプロピレン系樹脂、ポリ（メチ
ルペンテン－１）、プロピレン－メチルペンテン共重合体など）、Ｃ2-6オレフィンと共
重合性単量体との共重合体（エチレン－（メタ）アクリル酸共重合体、エチレン－（メタ
）アクリル酸エステル共重合体など）などが挙げられる。
【００５３】
ハロゲン含有樹脂としては、ハロゲン化ビニル系樹脂（ポリ塩化ビニル、ポリテトラフル
オロエチレン、ポリクロロトリフルオロエチレン、ポリビニルフルオライドなどの塩化ビ
ニル又はフッ素含有単量体の単独重合体、テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロ
ピレン共重合体、テトラフルオロエチレン－パーフルオロアルキルビニルエーテル共重合
体などの塩化ビニル又はフッ素含有単量体の共重合体、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体
、塩化ビニル－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、テトラフルオロエチレン－エチレ
ン共重合体などの塩化ビニル又はフッ素含有単量体と共重合性単量体との共重合体など）
、ハロゲン化ビニリデン系樹脂（ポリ塩化ビニリデン、ポリビニリデンフルオライド、又
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は塩化ビニル又はフッ素含有ビニリデン単量体と他の単量体との共重合体）などが挙げら
れる。
【００５４】
ビニルアルコール系樹脂の誘導体には、ポリビニルアルコール、エチレン－ビニルアルコ
ール共重合体などが含まれる。ビニルエステル系樹脂としては、ビニルエステル系単量体
の単独又は共重合体（ポリ酢酸ビニルなど）、ビニルエステル系単量体と共重合性単量体
との共重合体（酢酸ビニル－エチレン共重合体、酢酸ビニル－塩化ビニル共重合体、酢酸
ビニル－（メタ）アクリル酸エステル共重合体など）などが挙げられる。
【００５５】
（メタ）アクリル系樹脂としては、例えば、ポリ（メタ）アクリル酸メチルなどのポリ（
メタ）アクリル酸エステル、メタクリル酸メチル－（メタ）アクリル酸共重合体、メタク
リル酸メチル－（メタ）アクリル酸エステル－（メタ）アクリル酸共重合体、メタクリル
酸メチル－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、（メタ）アクリル酸エステル－スチレ
ン共重合体（ＭＳ樹脂など）などが挙げられる。好ましい（メタ）アクリル系樹脂には、
ポリ（メタ）アクリル酸Ｃ1-6アルキル、メタクリル酸メチル－アクリル酸エステル共重
合体などが含まれる。
【００５６】
スチレン系樹脂には、スチレン系単量体の単独又は共重合体（ポリスチレン、スチレン－
α－メチルスチレン共重合体など）、スチレン系単量体と共重合性単量体との共重合体（
スチレン－アクリロニトリル共重合体（ＡＳ樹脂）、スチレン－（メタ）アクリル酸エス
テル共重合体（スチレン－メタクリル酸メチル共重合体など）、スチレン－無水マレイン
酸共重合体など）などが挙げられる。
【００５７】
ポリエステル系樹脂には、テレフタル酸などの芳香族ジカルボン酸とアルキレングリコー
ルとを用いた芳香族ポリエステル（ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレンテレフ
タレート、ポリブチレンテレフタレートなどのポリアルキレンテレフタレート、ポリエチ
レンナフタレート、ポリブチレンナフタレートなどのポリアルキレンナフタレートなどの
ホモポリエステル、アルキレンアリレート単位を主成分（例えば、５０モル％以上、好ま
しくは７５～１００モル％、さらに好ましくは８０～１００モル％）として含むコポリエ
ステルなど）、アジピン酸などの脂肪族ジカルボン酸を用いた脂肪族ポリエステル、液晶
性ポリエステルなどが含まれる。
【００５８】
ポリアミド系樹脂としては、ナイロン４６、ナイロン６、ナイロン６６、ナイロン６１０
、ナイロン６１２、ナイロン１１、ナイロン１２などの脂肪族ポリアミド、キシリレンジ
アミンアジペート（ＭＸＤ－６）などの芳香族ポリアミドなどが挙げられる。ポリアミド
系樹脂は、ホモポリアミドに限らずコポリアミドであってもよい。
【００５９】
ポリカーボネート系樹脂には、ビスフェノール類（ビスフェノールＡなど）をベースとす
る芳香族ポリカーボネート、ジエチレングリコールビスアリルカーボネートなどの脂肪族
ポリカーボネートなどが含まれる。
【００６０】
セルロース誘導体としては、セルロースエステル（セルロースアセテート、セルロースプ
ロピオネート、セルロースブチレート、セルロースフタレートなど）、セルロースカーバ
メート類（セルロースフェニルカーバメートなど）、セルロースエーテル類（アルキルセ
ルロース、ベンジルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、カルボキシメチルセル
ロース、シアノエチルセルロースなど）が挙げられる。
【００６１】
なお、前記樹脂成分は、必要に応じて、変性（例えば、ゴム変性）されていてもよい。
【００６２】
また、前記樹脂成分で連続相マトリックスを構成し、このマトリックス樹脂に分散相成分
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をグラフト又はブロック共重合してもよい。このような重合体としては、例えば、ゴムブ
ロック共重合体（スチレン－ブタジエン共重合体（ＳＢ樹脂）など）、ゴムグラフトスチ
レン系樹脂（アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共重合体（ＡＢＳ樹脂）など）な
どが例示できる。
【００６３】
繊維状分散相には、有機繊維、無機繊維などが含まれる。有機繊維は、耐熱性有機繊維、
例えば、アラミド繊維、全芳香族ポリエステル繊維、ポリイミド繊維などであってもよい
。無機繊維としては、例えば、繊維状フィラー（ガラス繊維，シリカ繊維，アルミナ繊維
，ジルコニア繊維などの無機繊維）、薄片状フィラー（マイカなど）などが挙げられる。
【００６４】
連続相又は分散相を構成する好ましい成分には、オレフィン系樹脂、（メタ）アクリル系
樹脂、スチレン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリカーボネート樹脂
などが含まれる。また、前記連続相及び／又は分散相を構成する樹脂は結晶性又は非晶性
であってもよく、連続相及び分散相を非結晶性樹脂で構成してもよい。好ましい態様にお
いて、結晶性樹脂と非晶性樹脂とを組み合わせることができる。すなわち、連続相及び分
散相のうち一方の相（例えば、連続相）を結晶性樹脂で構成し、他方の相（例えば、分散
相）を非結晶性樹脂で構成できる。
【００６５】
結晶性樹脂としては、オレフィン系樹脂（ポリプロピレン、プロピレン－エチレン共重合
体などのプロピレン含量が９０モル％以上のポリプロピレン系樹脂、ポリ（メチルペンテ
ン－１）など）、ビニリデン系樹脂（塩化ビニリデン系樹脂など）、芳香族ポリエステル
系樹脂（ポリアルキレンテレフタレート、ポリアルキレンナフタレートなどのポリアルキ
レンアリレートホモポリエステル、アルキレンアリレート単位の含有量が８０モル％以上
のコポリエステル、液晶性芳香族ポリエステルなど）、ポリアミド系樹脂（ナイロン４６
，ナイロン６，ナイロン６６などの短鎖セグメントを有する脂肪族ポリエステルなど）な
どが例示できる。これらの結晶性樹脂は単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。
【００６６】
結晶性樹脂（結晶性ポリプロピレン系樹脂など）の結晶化度は、例えば、１０～８０％程
度、好ましくは２０～７０％程度、さらに好ましくは３０～６０％程度である。
【００６７】
連続相を構成する樹脂としては、通常、透明性および熱安定性の高い樹脂が使用される。
好ましい連続相を構成する樹脂は、溶融特性として流動性の高い結晶性樹脂である。この
ような樹脂と分散相を構成する樹脂とを組み合わせると、分散相との均一なコンパウンド
化が可能である。連続相を構成する樹脂として融点又はガラス転移温度の高い樹脂（特に
、融点の高い結晶性樹脂）を用いると、熱安定性及びフィルム加工性に優れており、溶融
製膜での引き落とし率を高くしたり、溶融製膜によるフィルム化が容易である。そのため
、異方的散乱特性を向上させるための配向処理（又は一軸延伸処理）が比較的高温（例え
ば、１３０～１５０℃程度）で行うことができ、加工が容易であり、分散相を容易に配向
できる。さらには、表示装置（液晶表示装置など）の部品として使用しても、広い温度範
囲（例えば、室温～８０℃程度の範囲）で安定である。また、結晶性樹脂（結晶性ポリプ
ロピレン樹脂など）は、一般に、廉価である。好ましい結晶性樹脂には、廉価であり、熱
安定性の高い結晶性ポリプロピレン系樹脂が含まれる。
【００６８】
なお、連続相を構成する樹脂は、融点又はガラス転移温度が１３０～２８０℃程度、好ま
しくは１４０～２７０℃程度、さらに好ましくは１５０～２６０℃程度の樹脂であっても
よい。
【００６９】
非結晶性樹脂としては、例えば、ビニル系重合体（アイオノマー、エチレン－酢酸ビニル
共重合体、エチレン－（メタ）アクリル酸エステル共重合体、ポリ塩化ビニル、塩化ビニ
ル－酢酸ビニル共重合体、ポリ酢酸ビニル、ビニルアルコール系樹脂などのビニル系単量



(13) JP 4156222 B2 2008.9.24

10

20

30

40

50

体の単独又は共重合体など）、（メタ）アクリル系樹脂（ポリメタクリル酸メチル、メタ
クリル酸メチル－スチレン共重合体（ＭＳ樹脂）など）、スチレン系樹脂（ポリスチレン
、ＡＳ樹脂、スチレン－メタクリル酸メチル共重合体など）、ポリカーボネート系重合体
、非晶性ポリエステル系樹脂（脂肪族ポリエステル、ジオール成分及び／又は芳香族ジカ
ルボン酸成分の一部が置換されたポリアルキレンアリレートコポリエステル、ポリアリレ
ート樹脂など）、ポリアミド系樹脂（長鎖セグメントを有する脂肪族ポリアミド、非結晶
性芳香族ポリアミド）、熱可塑性エラストマー（ポリエステルエラストマー、ポリオレフ
ィンエラストマー、ポリアミドエラストマー、スチレン系エラストマーなど）などが例示
できる。前記非晶性ポリエステル系樹脂において、ポリアルキレンアリレートコポリエス
テルとしては、ジオール成分（Ｃ2-4アルキレングリコール）及び／又は芳香族ジカルボ
ン酸成分（テレフタル酸、ナフタレンジカルボン酸）の一部（例えば、１０～８０モル％
、好ましくは２０～８０モル％、さらに好ましくは３０～７５モル％程度）として、ジエ
チレングリコール、トリエチレングリコールなどの（ポリ）オキシアルキレングリコール
、シクロヘキサンジメタノール、フタル酸、イソフタル酸、脂肪族ジカルボン酸（アジピ
ン酸など）から選択された少なくとも一種を用いたコポリエステルなどが含まれる。これ
らの非結晶性樹脂は単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。
【００７０】
分散相を構成する樹脂としては、通常、透明性が高く、１軸延伸温度などの配向処理温度
で容易に変形し、実用的な熱安定性を有する樹脂が使用される。特に、連続相よりも低い
融点又はガラス転移温度を有する樹脂を用いると、一軸延伸などの配向処理により分散相
粒子のアスペクト比を容易に高めることができる。なお、分散相を構成する樹脂の融点又
はガラス転移温度は、前記連続相を構成する樹脂よりも低い場合が多く、例えば、５０～
１８０℃程度、好ましくは６０～１７０℃程度、さらに好ましくは７０～１５０℃程度の
樹脂であってもよい。
【００７１】
分散相を構成する非結晶性樹脂のうち、非結晶性コポリエステル系樹脂およびポリスチレ
ン系樹脂から選択された少なくとも一種の樹脂が好ましい。分散相を非晶性コポリエステ
ル系樹脂で構成すると、透明性が高いだけでなく、ガラス転移温度が、例えば、約８０℃
程度であるため、一軸延伸などの配向処理温度で分散相を容易に変形させることができ、
成形後も所定の温度範囲（例えば、室温～約８０℃程度）で安定化できる。また、非結晶
性コポリエステル（例えば、エチレングリコール／シクロヘキサンジメタノール＝１０／
９０～６０／４０（モル％）、好ましくは２５／７５～５０／５０（モル％）程度のジオ
ール成分を用いたポリエチレンテレフタレートコポリエステルなど）は、屈折率が高く（
例えば、１．５７程度）、前記結晶性樹脂（ポリプロピレン系樹脂など）とのコンパウン
ド化が比較的良好である。
【００７２】
ポリスチレン系樹脂は、屈折率および透明性が高く、ガラス転移温度が約１００～１３０
℃と高いので、耐熱性に優れた異方性散乱シートを調製できる。また、廉価なポリスチレ
ン系樹脂は、連続相用樹脂としての結晶性樹脂（ポリプロピレン系樹脂など）に対して比
較的少量の割合で、しかも溶融製膜の比較的低い引き落とし比率で、好適な異方性散乱シ
ートを調製できる。また、溶融製膜後、圧延すると場合、非常に高い異方性を示す。
【００７３】
連続相を構成する結晶性樹脂と分散相を構成する非結晶性樹脂との組合せとしては、例え
ば、結晶性ポリオレフィン系樹脂（結晶性ポリプロピレン樹脂など）と非結晶性ポリエス
テル（ポリアルキレンテレフタレートコポリエステルなどのポリアルキレンアリレートコ
ポリエステルなど）およびポリスチレン系樹脂から選択された少なくとも一種の樹脂との
組合せなどが例示できる。
【００７４】
連続相と分散相とは、互いに屈折率の異なる成分で構成されている。互いに屈折率が異な
る成分を用いると、フィルムに光拡散性を付与できる。連続相と分散相との屈折率の差は
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、例えば、０．００１以上（例えば、０．００１～０．３程度）、好ましくは０．０１～
０．３程度、さらに好ましくは０．０１～０．１程度である。
【００７５】
このような特定の屈折率差を与える樹脂の組合わせとしては、例えば、次のような組合わ
せが挙げられる。
【００７６】
（１）オレフィン系樹脂（特に、プロピレン系樹脂）と、アクリル系樹脂、スチレン系樹
脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、及びポリカーボネート樹脂から選択された
少なくとも一種との組合わせ
（２）スチレン系樹脂と、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、及びポリカーボネー
ト樹脂から選択された少なくとも一種との組合わせ
（３）ポリエステル系樹脂と、ポリアミド系樹脂及びポリカーボネート樹脂から選択され
た少なくとも一種との組合わせ。
【００７７】
異方性散乱シートは、必要に応じて、相溶化剤を含有してもよい。相溶化剤を用いると、
連続相と分散相との混和性および親和性を高めることができ、フィルムを配向処理しても
欠陥（ボイドなどの欠陥）が生成するのを防止でき、フィルムの透明性の低下を防止でき
る。さらに、連続相と分散相との接着性を高めることができ、フィルムを一軸延伸しても
、延伸装置への分散相の付着を低減できる。
【００７８】
相溶化剤としては、連続相および分散相の種類に応じて慣用の相溶化剤から選択でき、例
えば、オキサゾリン化合物、変性基（カルボキシル基、酸無水物基、エポキシ基、オキサ
ゾリニル基など）で変性された変性樹脂、ジエン又はゴム含有重合体［例えば、ジエン系
単量体単独又は共重合性単量体（芳香族ビニル単量体など）との共重合により得られるジ
エン系共重合体（ランダム共重合体など）；アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン共
重合体（ＡＢＳ樹脂）などのジエン系グラフト共重合体；スチレン－ブタジエン（ＳＢ）
ブロック共重合体、水素化スチレン－ブタジエン（ＳＢ）ブロック共重合体、水素化スチ
レン－ブタジエン－スチレンブロック共重合体（ＳＥＢＳ）、水素化（スチレン－エチレ
ン／ブチレン－スチレン）ブロック共重合体などのジエン系ブロック共重合体又はそれら
の水素添加物など］、前記変性基（エポキシ基など）で変性したジエン又はゴム含有重合
体などが例示できる。これらの相溶化剤は単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。
【００７９】
相溶化剤としては、通常、ポリマーブレンド系の構成樹脂と同じ又は共通する成分を有す
る重合体（ランダム、ブロック又はグラフト共重合体）、ポリマーブレンド系の構成樹脂
に対して親和性を有する重合体（ランダム、ブロック又はグラフト共重合体）などが使用
される。
【００８０】
ジエン系単量体としては、共役ジエン、例えば、ブタジエン、イソプレン、１，３－ペン
タジエン、２，３－ジメチル－１，３－ブタジエン、ピペリレン、３－ブチル－１，３－
オクタジエン、フェニル－１，３－ブタジエンなどの置換基を有していてもよいＣ4-20共
役ジエンが挙げられる。共役ジエンは、単独で又は二種以上組み合わせて用いてもよい。
これらの共役ジエンのうち、ブタジエン、イソプレンが好ましい。
【００８１】
芳香族ビニル単量体としては、例えば、スチレン、α－メチルスチレン、ビニルトルエン
（ｐ－メチルスチレンなど）、ｐ－ｔ－ブチルスチレン、ジビニルベンゼン類、１，１－
ジフェニルスチレンなどが挙げられる。これらの芳香族ビニル単量体のうち、スチレンが
好ましい。（メタ）アクリル系単量体としては、（メタ）アクリル酸アルキル（（メタ）
アクリル酸メチルなど）、（メタ）アクリロニトリルなどが含まれる。マレイミド系単量
体としては、マレイミド、Ｎ－アルキルマレイミド、Ｎ－フェニルマレイミドなどが例示
できる。これらの単量体は、単独で又は二種以上組み合わせて使用できる。
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【００８２】
なお、変性は、変性基に対応する単量体（例えば、カルボキシル基変性では（メタ）アク
リル酸などのカルボキシル基含有単量体、酸無水物基変性では無水マレイン酸、エステル
基変性では（メタ）アクリル系単量体、マレイミド基変性ではマレイミド系単量体、エポ
キシ変性では、グリシジル（メタ）アクリレートなどのエポキシ基含有単量体）を共重合
することにより行うことができる。また、エポキシ変性は、不飽和二重結合のエポキシ化
により行うことができる。
【００８３】
好ましい相溶化剤は、未変性又は変性ジエン系共重合体、特に変性ブロック共重合体（例
えば、エポキシ化されたスチレン－ブタジエン－スチレン（ＳＢＳ）ブロック共重合体な
どのエポキシ化ジエン系ブロック共重合体又はエポキシ変性ジエン系ブロック共重合体）
である。エポキシ化ジエン系ブロック共重合体は、透明性が高いだけでなく、軟化温度も
が約７０℃程度と比較的高く、連続相と分散相との多くの組み合わせにおいて樹脂を相溶
化させ、分散相を均一に分散できる。
【００８４】
前記ブロック共重合体は、例えば、共役ジエンブロック又はその部分水素添加ブロックと
、芳香族ビニルブロックとで構成できる。エポキシ化ジエン系ブロック共重合体において
、前記共役ジエンブロックの二重結合の一部又は全部がエポキシ化されている。
【００８５】
芳香族ビニルブロックと共役ジエンブロック（又はその水素添加ブロック）との割合（重
量比）は、例えば、前者／後者＝５／９５～８０／２０程度（例えば、２５／７５～８０
／２０程度）、さらに好ましくは１０／９０～７０／３０程度（例えば、３０／７０～７
０／３０程度）であり、通常、５０／５０～８０／２０程度である。
【００８６】
ブロック共重合体の数平均分子量は、例えば、５，０００～１，０００，０００程度、好
ましくは７，０００～９００，０００程度、さらに好ましくは１０，０００～８００，０
００程度の範囲から選択できる。分子量分布［重量平均分子量（Ｍｗ）と数平均分子量（
Ｍｎ）との比（Ｍｗ／Ｍｎ）］は、例えば、１０以下（１～１０程度）、好ましくは１～
５程度である。
【００８７】
ブロック共重合体の分子構造は、直線状、分岐状、放射状あるいはこれらの組み合わせで
あってもよい。ブロック共重合体のブロック構造としては、例えば、モノブロック構造、
テレブロック構造などのマルチブロック構造、トリチェインラジアルテレブロック構造、
テトラチェインラジアルテレブロック構造などが例示できる。このようなブロック構造と
しては、芳香族ジエンブロックをＸ、共役ジエンブロックをＹとするとき、例えば、Ｘ－
Ｙ型、Ｘ－Ｙ－Ｘ型、Ｙ－Ｘ－Ｙ型、Ｙ－Ｘ－Ｙ－Ｘ型、Ｘ－Ｙ－Ｘ－Ｙ型、Ｘ－Ｙ－Ｘ
－Ｙ－Ｘ型、Ｙ－Ｘ－Ｙ－Ｘ－Ｙ型、（Ｘ－Ｙ－）4Ｓｉ型、（Ｙ－Ｘ－）4Ｓｉ型などが
例示できる。
【００８８】
エポキシ化ジエン系ブロック共重合体中のエポキシ基の割合は、特に制限されないが、オ
キシランの酸素濃度として、例えば、０．１～８重量％、好ましくは０．５～６重量％、
さらに好ましくは１～５重量％程度である。エポキシ化ブロック共重合体のエポキシ当量
（ＪＩＳ　Ｋ　７２３６）は、例えば、３００～１０００程度、好ましくは５００～９０
０程度、さらに好ましくは６００～８００程度であってもよい。
【００８９】
相溶化剤を構成するエポキシ化ブロック共重合体（エポキシ化ＳＢＳブロック共重合体な
ど）は、前記のように、透明性が高いだけでなく、軟化温度が比較的高温（約７０℃程度
）であり、連続相と分散相との多くの組み合わせにおいて有効に相溶化でき、分散相を均
一に分散できる。また、芳香族ビニルブロック（スチレンブロックなど）の含有量が６０
～８０重量％程度のエポキシ化ブロック共重合体は、屈折率が比較的高く（例えば、約１
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．５７）、しかも前記分散相の樹脂（非晶性コポリエステルなど）と近似する屈折率を有
しているため、分散相樹脂による光散乱性を維持しながら分散相を均一に分散できる。
【００９０】
なお、相溶化剤（エポキシ化ブロック共重合体など）の屈折率は、分散相樹脂と略同程度
（例えば、分散相樹脂との屈折率の差が、０～０．０１程度、好ましくは０～０．００５
程度）であってもよい。
【００９１】
前記エポキシ化ブロック共重合体は、慣用の方法により製造されたジエン系ブロック共重
合体（又は部分的に水素添加されたブロック共重合体）をエポキシ化することにより製造
できる。エポキシ化は、慣用のエポキシ化方法、例えば、不活性溶媒中、エポキシ化剤（
過酸類、ハイドロパーオキサイド類など）により前記ブロック共重合体をエポキシ化する
方法により得ることができる。エポキシ化ジエン系ブロック共重合体の単離又は精製は、
適当な方法、例えば、貧溶媒を用いて共重合体を沈殿させる方法、撹拌下、熱水に共重合
体を添加し溶媒を留去する方法、直接脱溶媒法などにより行うことができる。
【００９２】
相溶化剤の使用量は、例えば、樹脂組成物全体の０．１～２０重量％、好ましくは０．５
～１５重量％、さらに好ましくは１～１０重量％程度の範囲から選択できる。
【００９３】
異方性散乱シートにおいて、連続相と分散相と相溶化剤との好ましい組合せには、透明性
及び熱安定性が高い樹脂（結晶性ポリプロピレン系樹脂などの結晶性樹脂など）で構成さ
れた連続相と、透明性及び熱変形性が高く、ある程度の熱安定性を有する樹脂（非結晶性
コポリエステル、ポリスチレン系樹脂などの非晶性樹脂など）で構成された分散相と、エ
ポキシ化ブロック共重合体で構成された相溶化剤との組合せが含まれる。
【００９４】
異方性散乱シートにおいて、連続相と分散相との割合は、樹脂の種類や溶融粘度、光拡散
性などに応じて、例えば、前者／後者（重量比）＝９９／１～３０／７０（例えば、９５
／５～４０／６０（重量比））程度、好ましくは９９／１～５０／５０（例えば、９５／
５～５０／５０（重量比））程度、さらに好ましくは９９／１～７５／２５程度の範囲か
ら適宜選択できる。
【００９５】
好ましい前記異方性散乱シートにおいて、連続相、分散相、及び相溶化剤の割合は、例え
ば、以下の通りである。
【００９６】
（１）連続相／分散相（重量比）＝９９／１～５０／５０程度、好ましくは９８／２～６
０／４０程度、さらに好ましくは９０／１０～６０／４０程度、特に８０／２０～６０／
４０程度
（２）分散相／相溶化剤（重量比）＝９９／１～５０／５０程度、好ましくは９９／１～
７０／３０程度、さらに好ましくは９８／２～８０／２０程度
このような割合で各成分を用いると、予め各成分をコンパウンド化することなく、各成分
のペレットを直接的に溶融混練しても、均一に分散相を分散でき、一軸延伸などの配向処
理によりボイドが発生するのを防止でき、透過率の高い異方性散乱シートを得ることがで
きる。
【００９７】
より具体的には、例えば、（ａ）連続相としての結晶性ポリプロピレン系樹脂、分散相と
しての非結晶性コポリエステル系樹脂、相溶化剤としてのエポキシ化ＳＢＳ（スチレン－
ブタジエン－スチレンブロック共重合体）を、連続相／分散相＝９９／１～５０／５０（
重量比）（特に８０／２０～６０／４０（重量比））、分散相／相容化剤＝９９／１～５
０／５０（重量比）（特に９８／２～８０／２０（重量比））の割合で含む樹脂組成物、
（ｂ）連続相としての結晶性ポリプロピレン系樹脂、分散相としてのポリスチレン系樹脂
、相溶化剤としてのエポキシ化ＳＢＳを、連続相／分散相＝９９／１～５０／５０（重量
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比）（特に９０／１０～７０／３０（重量比））、分散相／相容化剤＝９９／１～５０／
５０（重量比）（特に９９.５／０．５～９０／１０（重量比））の割合で含む樹脂組成
物を用いると、コンパウンド化が容易であり、原材料をフィードするだけで、コンパウン
ド化しながら溶融製膜でき、１軸延伸してもボイドが発生せず、透過率の高い異方性拡散
フィルムを形成できる。
【００９８】
異方性散乱シートにおいて、分散相粒子は、長軸の平均長さＬと短軸の平均長さＷとの比
（平均アスペクト比、Ｌ／Ｗ）が１より大きく、かつ粒子の長軸方向はフィルムのＸ軸方
向に配向している。好ましい平均アスペクト比（Ｌ／Ｗ）は、例えば、２～１０００程度
、好ましくは５～１０００程度、さらに好ましくは５～５００（例えば、２０～５００）
程度であり、通常、５０～５００（特に７０～３００）程度である。このような分散相粒
子は、フットボール型形状（回転楕円状など）、繊維形状、直方形状などであってもよい
。アスペクト比が大きい程、異方的な光散乱性を高めることができる。
【００９９】
なお、分散相の長軸の平均長さＬは、例えば、０．１～２００μｍ程度（例えば、１～１
００μｍ程度）、好ましくは１～１５０μｍ程度（例えば、１～８０μｍ程度）、特に２
～１００μｍ程度（例えば、２～５０μｍ程度）であり、通常、１０～１００μｍ（例え
ば、３０～１００μｍ、特に１０～５０μｍ）程度である。また、分散相の短軸の平均長
さＷは、例えば、０．１～１０μｍ程度、好ましくは０．１５～５μｍ（例えば、０．５
～５μｍ）程度、さらに好ましくは０．２～２μｍ（例えば、０．５～２μｍ）程度であ
る。分散相の短軸の平均長さＷは、例えば、０．０１～０．５μｍ程度、好ましくは０．
０５～０．５μｍ程度、さらに好ましくは０．１～０．４μｍ程度であってもよい。
【０１００】
分散相粒子の配向係数は、例えば、０．７以上（０．７～１程度）、好ましくは０．８～
１程度、さらに好ましくは０．９～１程度であってもよい。分散相粒子の配向係数が高い
程、散乱光に高い異方性を付与できる。
【０１０１】
なお、配向係数は、下記式に基づいて算出できる。
【０１０２】
配向係数＝（３＜ｃｏｓ2θ＞－１）／２
式中、θは粒子状分散相の長軸とフィルムのＸ軸との間の角度を示し（長軸とＸ軸とが平
行の場合、θ＝０゜）、＜ｃｏｓ2θ＞は各分散相粒子について算出したｃｏｓ2θの平均
を示し、下記式で表される。
【０１０３】
＜ｃｏｓ2θ＞＝∫ｎ（θ）・ｃｏｓ2θ・ｄθ
（式中、ｎ（θ）は、全分散相粒子中の角度θを有する分散相粒子の割合（重率）を示す
）
なお、異方性散乱シートは、拡散光の指向性を有していてもよい。すなわち、指向性を有
するとは、異方的拡散光において散乱の強い方向のうち、散乱強度が極大を示す角度があ
ることを意味する。拡散光が指向性を有している場合、前記図４の測定装置において、拡
散光強度Ｆを拡散角度θに対してプロットしたとき、プロット曲線が、特定の拡散角度θ
の範囲（θ＝０°を除く角度域）で極大又はショルダー（特に、極大などの変曲点）を有
している。
【０１０４】
異方性散乱シートに指向性を付与する場合、連続相樹脂と、分散相粒子との屈折率差は、
例えば、０．００５～０．２程度、好ましくは０．０１～０．１程度であり、分散相粒子
の長軸の平均長さは、例えば、１～１００μｍ程度、好ましくは５～５０μｍ程度である
。アスペクト比は、例えば、１０～３００（例えば、２０～３００）程度、好ましくは５
０～２００程度であり、４０～３００程度であってもよい。
【０１０５】
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異方性散乱シートは、慣用の添加剤、例えば、酸化防止剤、紫外線吸収剤、熱安定剤など
の安定化剤、可塑剤、帯電防止剤、難燃剤、充填剤などを含有していてもよい。
【０１０６】
異方性散乱シートの厚みは、３～３００μｍ程度、好ましくは５～２００μｍ（例えば、
３０～２００μｍ）程度、さらに好ましくは５～１００μｍ（例えば、５０～１００μｍ
）程度である。また、異方性散乱シートの全光線透過率は、例えば、８５％以上（８５～
１００％）、好ましくは９０～１００％程度、さらに好ましくは９０～９５％程度である
。
【０１０７】
なお、異方性散乱シートは、異方性散乱層単独で構成された単層フィルムであってもよく
、異方性散乱層の少なくとも一方の面（特に両面）に透明樹脂層が積層された積層フィル
ムであってもよい。透明樹脂層で異方性散乱層を保護すると分散相粒子の脱落や付着を防
止でき、フィルムの耐傷性や製造安定性を向上できるとともに、フィルムの強度や取扱い
性を高めることができる。
【０１０８】
透明樹脂層の樹脂は、前記連続相又は分散相の構成成分として例示した樹脂から選択でき
る。好ましい透明樹脂層は、連続相と同系統（特に、同一）の樹脂により形成されている
。
【０１０９】
耐熱性や耐ブロッキング性を高めるための好ましい透明樹脂には、耐熱性樹脂（ガラス転
移温度又は融点が高い樹脂など）、結晶性樹脂などが含まれる。透明樹脂層を構成する樹
脂のガラス転移温度又は融点は、前記連続相を構成する樹脂のガラス転移温度又は融点と
同程度であってもよく、例えば、１３０～２８０℃程度、好ましくは１４０～２７０℃程
度、さらに好ましくは１５０～２６０℃程度であってもよい。
【０１１０】
透明樹脂層の厚みは、例えば、前記異方性散乱シートと同程度であってもよい。特に、異
方性散乱層の厚みが３～３００μｍ程度の場合、透明樹脂層の厚みは３～１５０μｍ程度
から選択できる。
【０１１１】
異方性散乱層と透明樹脂層との厚みの割合は、例えば、異方性散乱層／透明樹脂層＝５／
９５～９９／１程度、好ましくは５０／５０～９９／１程度、さらに好ましくは７０／３
０～９５／５程度である。積層フィルムの厚みは、例えば、６～６００μｍ程度、好まし
くは１０～４００μｍ程度、さらに好ましくは２０～２５０μｍ程度である。
【０１１２】
異方性散乱シートの表面には、光学特性を妨げない範囲で、シリコーンオイルなどの離型
剤を塗布してもよく、コロナ放電処理してもよい。
【０１１３】
なお、異方性散乱シートの表面には、フィルムのＸ軸方向（分散相の長軸方向）に延びる
凹凸部を形成してもよい。このような凹凸部を形成すると、フィルムにより高い異方的光
散乱性を付与できる。
【０１１４】
［異方性散乱シートの製造方法］
異方性散乱シートは、連続相を構成する樹脂中に分散相を構成する成分（樹脂成分、繊維
状成分など）を分散して配向させることにより得ることができる。例えば、連続相を構成
する樹脂と分散相を構成する成分（樹脂成分、繊維状成分など）とを、必要に応じて慣用
の方法（例えば、溶融ブレンド法、タンブラー法など）でブレンドし、溶融混合し、Ｔダ
イやリングダイなどから押出してフィルム成形することにより分散相を分散できる。また
、分散相の配向処理は、例えば、（１）押出成形シートをドローしながら製膜する方法、
（２）押出成形シートを一軸延伸する方法、（３）前記（１）の方法と（２）の方法を組
み合わせる方法などにより行うことができる。なお、（４）前記（１）の溶融混練成分を
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溶液ブレンドし、流延法などにより成膜することによっても異方性散乱シートを形成でき
る。
【０１１５】
溶融温度は、樹脂成分（連続相樹脂、分散相樹脂）の融点以上の温度、例えば、１５０～
２９０℃、好ましくは２００～２６０℃程度である。ドロー比（ドロー倍率）は、例えば
、２～４０倍程度、好ましくは５～３０倍程度、さらに好ましくは７～２０倍程度である
。延伸倍率は、例えば、１．１～５０倍程度（例えば、３～５０倍程度）、好ましくは１
．５～３０倍程度（例えば、５～３０倍程度）である。
【０１１６】
なお、ドローと延伸とを組み合わせる場合には、ドロー比は、例えば、２～１０倍程度、
好ましくは２～５倍程度であってもよく、延伸倍率は、例えば、１．１～２０倍程度（例
えば、２～２０倍程度）、好ましくは１．５～１０倍程度（例えば、３～１０倍程度）で
あってもよい。
【０１１７】
分散相のアスペクト比を容易に高める方法には、フィルム（例えば、製膜し、冷却したフ
ィルム）を一軸延伸する方法が含まれる。一軸延伸法は特に限定されず、例えば、固化し
たフィルムの両端を引っ張る方法（引っ張り延伸）、互いに対向する一対のロール（２本
ロール）を複数系列（例えば、２系列）並列し、それぞれの２本ロールにフィルムを挿入
すると共に、繰り入れ側の２本ロールと繰出し側の２本ロールとの間にフィルムを張り渡
し、繰出し側の２本ロールのフィルムの送り速度を繰り入れ側の２本ロールより速くする
ことにより延伸する方法（ロール間延伸）、互いに対向する一対のロールの間にフィルム
を挿入し、ロール圧でフィルムを圧延する方法（ロール圧延）などが挙げられる。
【０１１８】
好ましい一軸延伸方法には、フィルムの量産化が容易な方法、例えば、ロール間延伸、ロ
ール圧延などが含まれ、これらの方法は、２軸延伸フィルムの第１段階の延伸方法や位相
差フィルムの製造方法として利用されている。特にロール圧延によれば、非結晶性樹脂の
みならず、結晶性樹脂であっても容易に延伸できる。すなわち、通常、樹脂シートを一軸
延伸すると、局部的にフィルムの厚みと幅が減少するネックインが発生し易いのに対し、
ロール圧延によればネックインを防止でき、フィルムの延伸工程を安定化できる。そして
、延伸の前後でフィルム幅の減少が少なく、かつ幅方向の厚みを均一にできるため、フィ
ルムの幅方向において光散乱特性を均一化でき、製品の品質を維持しやすく、フィルムの
使用率（歩留まり）も向上できる。さらに、延伸倍率を幅広く設定できる。なお、ロール
圧延の場合、延伸の前後でフィルム幅を維持できるため、フィルム厚みの減少率の逆数と
延伸倍率とが略等しくなる。
【０１１９】
ロール圧延の圧力は、例えば、１×１０4～１×１０7Ｎ／ｍ（約０．０１～１０ｔ／ｃｍ
）程度、好ましくは１×１０5～１×１０7Ｎ／ｍ（約０．１～１０ｔ／ｃｍ）程度である
。
【０１２０】
延伸倍率は、幅広い範囲から選択でき、例えば、延伸倍率１．１～１０倍程度、好ましく
は延伸倍率１．３～５倍程度、さらに好ましくは延伸倍率１．５～３倍程度であってもよ
い。ロール圧延は、例えば、厚み減少率（圧下率）０．９～０．１程度、好ましくは０．
７７～０．２程度、さらに好ましくは０．６７～０．３３程度で行うことができる。
【０１２１】
延伸温度は、延伸成形が可能な限り特には限定されないが、分散相樹脂の融点又はガラス
転移温度以上であってもよい。また、連続相を構成する樹脂として、分散相樹脂よりもガ
ラス転移温度又は融点が高い樹脂（例えば、５～２００℃程度、好ましくは５～１００℃
程度高い樹脂）を用い、分散相樹脂を融解又は軟化しながら一軸延伸すると、連続相樹脂
に比べて分散相樹脂が非常に変形し易いため、分散相粒子のアスペクト比を大きくでき、
光散乱の異方性が特に大きいフィルムが得られる。好ましい延伸温度は、例えば、１００
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～２００℃（１１０～２００℃）程度、好ましくは１１０～１８０℃（１３０～１８０℃
）程度である。また、ロール圧延の温度は、連続相樹脂が結晶性樹脂の場合、樹脂の融点
以下であって融点近傍の温度であってもよく、連続相樹脂が非晶性樹脂の場合、ガラス転
移温度以下であってガラス転移温度近傍の温度であってもよい。
【０１２２】
なお、前記積層フィルムは、慣用の方法、例えば、共押出成形法、ラミネート法（押出ラ
ミネート法、ドライラミネート法など）などにより、異方性散乱層の少なくとも一方の面
に透明樹脂層を積層し、前記と同様に配向処理して分散相粒子を配向させることにより得
ることができる。
【０１２３】
【発明の効果】
本発明では、プリズムシートと異方性散乱シートとを組み合わせているので、透過型表示
装置（透過型液晶表示装置など）の表示面に対する角度によって輝度が低下するのを抑制
でき、視野角特性を改善できる。また、表示面に対する視野角（特に特定方向の視野角）
を大きく拡大でき、高い輝度で表示面を視認できる。さらに、表示面に対する角度が２０
°を越えても、特定の方向での輝度の低下を抑制できる。そのため、疲労感を与えること
なく透過型液晶表示装置を使用できる。
【０１２４】
【実施例】
以下に、実施例に基づいて本発明をより詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例によ
って限定されるものではない。
【０１２５】
なお、実施例及び比較例で使用した異方性散乱シート及びそれを用いた面光源装置及び透
過型液晶表示装置の特性は、下記の方法に従って評価した。
【０１２６】
［異方性］
図４の測定装置を用いて、散乱角θに対する散乱光強度Ｆを測定した。なお、異方性散乱
シートの延伸方向をＸ軸方向、この方向と直交する方向をＹ軸方向とした。
【０１２７】
［面光源装置の輝度］
透過型液晶表示装置から取り出したバックライトユニットと、このバックライトユニット
の保護シートに代えて異方性散乱シートを配置したユニットとについて、横方向（水平方
向）での輝度の角度依存性を、図６に示すように、輝度計９１（MINOLTA社製，LS-110）
をバックライトユニット９２（三菱電機（株）製，ダイヤモンドクリスタ　ＲＤ１５２Ａ
）の正面に配置して測定した。角度依存性は、バックライト９２を所定の角度で回転させ
て測定した。
【０１２８】
［透過型液晶表示装置の輝度］
異方性散乱シートを備えていない透過型液晶表示装置と、異方性散乱シートを配置した図
３に示す透過型液晶表示装置について、横方向（水平方向）での輝度の角度依存性を、図
６に示す輝度系を透過型液晶装置の正面に配置して測定した。
【０１２９】
実施例１
連続相樹脂として結晶性ポリプロピレン系樹脂ＰＰ（グランドポリマー（株）製　Ｆ１０
９ＢＡ、屈折率１．５０３）６０重量部、分散相樹脂として非晶性コポリエステル系樹脂
（ＰＥＴ－Ｇ、ＥＡＳＴＭＡＮ ＣＨＥＭＩＣＡＬ（株）製Ｅａｓｔａｒ　ＰＥＴＧ　Ｇ
Ｎ０７１、屈折率１．５６７）３６重量部、相容化剤としてエポキシ化ジエン系ブロック
共重合体樹脂（ダイセル化学工業（株）製　エポフレンドＡＴ２０２；スチレン／ブタジ
エン＝７０／３０（重量比）　エポキシ当量７５０、屈折率約１．５７）４重量部を用い
た。なお、連続相樹脂と分散相樹脂との屈折率差は０．０６４である。
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【０１３０】
連続相樹脂と分散相樹脂とを、７０℃で約４時間乾燥し、バンバリーミキサーで混練し、
中心層を形成するための混練物と、表面層を形成するための連続相樹脂（ポリプロピレン
系樹脂）とを多層用押出機で約２４０℃で溶融し、Ｔダイからドロー比約３倍で、表面温
度２５℃の冷却ドラムに対して押出し、中心層２００μｍの両面に表面層（透明樹脂層）
２５μｍを積層し、三層構造の積層シート（厚み２５０μｍ）を作製した。透過型電子顕
微鏡（ＴＥＭ）により中心層を観察したところ、前記中心層中に、分散相が、略球状（ア
スペクト比が約１、平均粒径約５μｍ）ないしアスペクト比の小さいラグビーボール状（
アスペクト比が約４，長軸長さ約１２μｍ、短軸長さ約３μｍ）の形状で分散していた。
【０１３１】
このシートをロール圧延（１２５℃、圧延比率２倍（厚み減少率ほぼ１／２），幅の減少
率約３％）により１軸延伸し、１２５μｍ厚みのフィルムを得た。ＴＥＭ（オスミウム酸
による染色）によりフィルムを観察したところ、中心層の分散相は、長軸の平均長さ約３
０μｍ、短軸の平均長さ約１．５μｍの非常に細長い繊維状の形状を有していた。
【０１３２】
得られた異方性散乱シートの光散乱特性を測定したところ、図５に示すように顕著な光散
乱の異方性を示した。また、光散乱特性は、Ｆｙ（４°）／Ｆｘ（４°）＝８．２であり
、強く散乱するＹ軸方向の散乱においてはＦｙ（０°）／Ｆｙ（３０°）＝２０．６であ
り、広角に散乱した。
【０１３３】
市販の１５インチの透過型液晶表示装置から液晶セル部を外して分解し、図３に示すよう
に、バックライト部の導光板上に配置されていた拡散シート、プリズムシートおよび保護
シートのうち、保護シートに代えて前記異方性散乱シートを主たる散乱方向（Ｘ軸方向）
が横方向（水平方向）となるように配置し、液晶セルを備えていないバックライト（面光
源ユニット）を構築した。このバックライトを、図６に示す方法で輝度の角度依存性（但
し水平方向）を測定した。なお、輝度の均一性として、正面輝度（Ｎ（０°））を１とし
て、Ｎ（０°）／Ｎ（１８°）、Ｎ（１８°）／Ｎ（４０°）を計算した。
【０１３４】
比較例１
前記１５インチの市販の透過型液晶表示装置から液晶セルを外して分解し、取り出したバ
ックライト部単体を用い、輝度の角度分布を実施例１と同様に測定した。バックライト部
に配置されていた保護シートの光散乱特性を実施例１と同様にして図４の方法で測定した
ところ、散乱の異方性はなくＦｙ（４°）／Ｆｘ（４°）＝１．０であった。また、横方
向（水平方向）の散乱に関しても、広角の散乱強度が弱く、Ｆｙ（０°）／Ｆｙ（３０°
）＝１０００と大きい値を示した。
【０１３５】
実施例２
実施例１と同様の方法で溶融製膜し、 Ｔダイからドロー比約６倍で、表面温度２５℃の
冷却ドラムに対して押出した。得られたシートの総厚みは１２５μｍであり、中心層が厚
み約１００μｍの光散乱層、両表面層が各約１２．５μｍの連続相樹脂で形成された異方
性散乱シートを作製した。
【０１３６】
実施例１と同様の方法でミクロ構造を観察したところ、中心層の分散相は、長軸の平均長
さ約１５μｍ、短軸の平均長さ約２μｍの細長い繊維状の形状を有していた。このように
得られた異方性散乱シートの光散乱特性を測定したところ、実施例１と比較して異方的散
乱性は小さいものの、Ｆｙ（４°）／Ｆｘ（４°）＝２．４であり、強く散乱するＹ軸方
向の散乱においてはＦｙ（０°）／Ｆｙ（３０°）＝８．４とかなり広角まで散乱した。
【０１３７】
実施例３
実施例１と同様に圧延用の三層構造の原反シートを作製し、このシートをロール圧延（１
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２５℃、圧延比率２．５倍（厚み減少率ほぼ０．４），幅の減少率約３％）により１軸延
伸し、１００μｍ厚みのフィルムを得た。実施例１と同様にミクロ構造を観察したところ
、中心層の分散相は、長軸の平均長さ約４０μｍ、短軸の平均長さ約１．３μｍの非常に
細長い繊維状の形状を有していた。
【０１３８】
実施例４
連続相樹脂として結晶性ポリプロピレン系樹脂ＰＰ（グランドポリマー（株）製　Ｆ１３
３，屈折率１．５０３）８０重量部と、分散相樹脂としてポリスチレン系樹脂ＧＰＰＳ（
汎用ポリスチレン系樹脂、ダイセル化学工業（株）製　ＧＰＰＳ＃３０、屈折率１．５８
９）１８重量部、相容化剤としてエポキシ化ジエン系ブロック共重合体樹脂（ダイセル化
学工業（株）製　エポフレンドＡＴ２０２；スチレン／ブタジエン＝７０／３０（重量比
）　エポキシ当量７５０、屈折率約１．５７）２重量部を用いた。なお、両樹脂の屈折率
差は０．０８６である。
【０１３９】
実施例１と同様の方法で三層構造のシートを調製し、ミクロ構造を観察したところ、中心
層の分散相は、長軸の平均長さ約２０μｍ、短軸の平均長さ約１．６μｍの細長い繊維状
の形状を有していた。
【０１４０】
実施例５
実施例１の異方性拡散シートを実施例１と同様にバックライトに配置し、液晶セルを再度
組み込んで透過型液晶表示装置を作製した。装置を駆動させ、白色表示で、実施例１と同
様に、輝度の角度依存性を測定した。
【０１４１】
比較例２
市販の透過型液晶をそのままの表示状態で、白色表示とし、実施例１と同様に輝度の角度
依存性を測定した。
【０１４２】
実施例及び比較例で得られたフィルムの異方的散乱性、バックライト及び液晶表示装置の
表示状態での輝度の角度依存性について評価した結果を表１に示す。また、実施例１のフ
ィルムの異方的散乱性を図５に示す。なお、斜め方向からみたときの視認性は、以下の基
準で評価した。
【０１４３】
◎：正面に対して斜め横方向からみたとき、表示を鮮明に視認できる
○：正面に対して斜め横方向からみたとき、表示を視認できる
×：正面に対して斜め横方向からみたとき、表示を視認しにくい
【０１４４】
【表１】
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【０１４５】
表から明らかなように、比較例に比べて、実施例の異方性散乱シートは異方的散乱性が大
きく、バックライトユニットに利用しても、角度依存性を低減でき、斜め方向からみても
輝度の低下を抑制できる。
【０１４６】
液晶表示装置における評価では、表１の実施例５に示すように、液晶セルにより約半分の
光が吸収されるため、全体の輝度は低下したが、輝度の均一性は実施例１と同等であった
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。また、斜めから見ても実施例１と同様、明るさに大きな変化はなかった。これに対して
、表１の比較例２から明らかなように、従来の液晶表示装置では、輝度が全体的に落ちて
いるとともに、比較例１と同様に輝度比も実施例１に対して大きな値を示し、斜めから見
たとき、輝度の変化が大きく、斜めの角度になるほど大きく輝度を減じていた。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は本発明の面光源ユニットを含む液晶表示装置の一例を示す概略分解斜視図
である。
【図２】図２は図１の異方性散乱シートの異方的散乱を説明するための概念図である。
【図３】図３は本発明の面光源ユニットを含む液晶表示装置の他の例を示す概略分解斜視
図である。
【図４】図４は光散乱特性の測定方法を説明するための概略断面図である。
【図５】図５は実施例１のフィルムの散乱光強度の測定結果を示すグラフである。
【図６】図６は面光源装置及びそれを使用した透過型液晶表示装置の輝度の角度依存性の
測定方法を説明するための図である。
【図７】図７は従来の透過型液晶表示装置を示す概略断面図である。
【図８】図８は透過型液晶表示装置に用いるバックライト部を示す概略断面図である。
【図９】図９は管状光源の概略斜視図である。
【図１０】図１０はバックライト部の発光分布を説明するための概略断面図である。
【符号の説明】
１…表示装置
２…液晶表示ユニット
３…面光源ユニット
４…管状光源
５…導光部材
６ａ…反射部材又は反射層
７…等方性拡散シート
８…プリズムシート
９…異方性散乱シート
１０…連続相
１１…分散相
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